
ブランドを含めた SNS 投稿の有効性と投稿要因の解明 : 自己表現とブランドパーソナリティーに着目して佳 作

サッカーチームの好成績とスポンサー企業価値との関係性 : 統計的分析佳 作

執筆動機

山野井ゼミは今年度始まった新しいゼ

ミです。前例のない中で、ゼミ活動の目

標を何にするのかはとても大事な問題で

した。そこで自分達の学業に対する取り

組みを目に見える形にしたいと考えまし

た。最終的に、山野井先生が学内懸賞論

文入賞を目標に定めてくださったことで、

我々の論文作成が始まりました。

論文の内容

私たちは日々の買い物に関しては、値段

に対しすごく敏感です。しかし、スポーツ

スポンサー契約に関しては、ブランドイメ

ージ向上の名目で収支などを度外視して、

額の大きな契約を行っています。私たちは、

これらの契約はどんぶり勘定で行われてい

るのではないかと疑問に思いました。そこ

で本研究は、経済的なスポーツスポンサ

ー契約を締結するためにはどうすればよい

のかを明らかにすべく、身近なサッカース

ポンサー契約を事例に研究しました。

執筆に当たってのエピソード

懸賞論文の研究がまとまってから懸賞

論文提出まで、私たちは、二回インゼミ

がありました。インゼミを通して様々なフ

ィードバックを頂き、自分達の研究はまだ

まだ不十分であることが明らかになりまし

た。そこからは毎日夜遅くまで大学に残

り、データの再収集から文章の書き直し

を、論文提出期限ぎりぎりまで何度も行

いました。この経験はとても大変でした

が、だからこそ大きな達成感を感じました。

後輩の皆さんへのメッセージ

大学は研究をするところだとは思うけれ

ど、どうしたらできるのか具体的なことが

わからない。このような感覚は、大学生

の多くが感じるものであると思います。

懸賞論文は、この問題を解決してくれる

一つの大きな手段です。目標が定まり、

自分の研究を形に出来る。このような機

会があったことは本当に恵まれていたなと

思います。そしてなにより、研究を通じて、

指導してくださる先生や仲間とすばらしい

経験が出来ることがこの論文に挑戦する

醍醐味ではないかと思います。せっかく

の機会ですのでぜひ活用してください。

執筆動機

ゼミの指導教授である守口先生に勧め

ていただいたからです。これまでチームと

して活動することが多かった大学生活で

したが、最後に個人としての成果物を評

価される機会として懸賞論文に応募する

ことにしました。

論文の内容

スマホ、SNSの普及に伴い、『写真』の役

割が広がっています。人々は製品・サービ

スに関するおしゃれな写真を撮り、SNSに

投稿しています。そこでブランドの自己表

現価値の知覚に着目し、ブランドの消費

をSNSに写真として投稿する場合と文章と

して投稿する場合で差があるのかを検証

しました。さらに、どのブランドであって

も消費後に投稿されるわけではない現状

もあり、ブランドパーソナリティーを用い

て消費者に投稿されやすいブランドの条

件を明らかにしました。

執筆に当たってエピソード

一番苦労したのはテーマが決定できな

かった時期です。テーマとして取り上げた

いものは多数出てきたのですが、なかな

か決定に至りませんでした。その時期は

周囲との進捗の差が目に見えてあり、苦

しかったです。そこで守口先生に相談し、

親切にアドバイスいただけたことで本研

究のテーマに至りました。また仮説検証

には大規模な定量調査が必要となり、数

多くのサンプルが必要でした。ご協力い

ただいた皆さんなしに本研究は執筆でき

ておりません。この場を借りて、皆さん

に感謝申し上げます。ありがとうございま

した。

後輩のみなさんへのメッセージ

『学びを形にする』機会として懸賞論文

は良い機会です。論文には正解がありま

せん。疑問を抱え、過去の研究を読み、

自ら仮説を立案、検証、考察する。この

全ての段階で100％の正解はありません。

もちろん、論文1つ書き上げることは非常

に難しく、大変なことです。ただ、正解

のない問題を考えることは必ず自身の成

長に繋がります。大学での学びを形にし、

成長したい人にとって懸賞論文は素晴ら

しい機会だと思います。是非挑戦してみ

てください。
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